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Ⅰ新技術の解説

１要旨

(1) 「おおすず」は「スズユタカ」に比べ、次のような特性を持つ（表１）。

ア 開花期は５日程度早く、成熟期は９日程度早い「早」である。耐倒伏性は「スズユタカ」より優る
「強」である。

イ 子実収量は「スズユタカ」並であり、子実成分の含有量は、蛋白・脂肪とも「中」である。

ウ ウイルス抵抗性はABを持ち、センチュウ抵抗性・立枯病抵抗性・紫斑病抵抗性はいずれも
「弱」で、耐病性は「弱」である。

(2) 豆腐加工適性は良好である。

２ 期待される効果

(1) 大豆栽培可能地域が広がることにより、新しい大豆産地の形成が期待される。また、中山間地の
大豆の品質向上および生産の安定化がはかられる。

(2) 本県中山間地でも、コンバイン体系による大豆栽培が可能となる。

３ 適用範囲

ウイルス病抵抗性が弱いため、標高400mから650mの中山間地とする。

４ 普及上の留意点

(1) モザイク病ウイルスの抵抗性が弱いので、平坦地では作付けしない。

(2) シストセンチュウ抵抗性が弱いので、連作を避ける。

(3) 紫斑病等の病害虫抵抗性は弱いため、必要な防除を的確に実施する。

(4) 品質確保のため、収穫は適期に行う。

(5) 排水対策等、作付生産基盤の整備を行う。
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